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本稿では紙幅の都合上、本研究とより関わりの深い Hualde and Ortiz(2003)、Alberdi(2003)
を取り上げる。Hualde and Ortiz(2003)はバスク語の自動詞文に能格が現れることについて
記述しており、Alberdi(2003)はそのような事象が起きる理由に言及している。 
1.1. Hualde and Ortiz(2003) 
 バスク語の文法について網羅的に記述している Hualde and Ortiz(2003)は、バスク語は自
動詞述語を用いた文に関して非能格動詞述語と非対格動詞述語という 2 つの一項述語を区
別すると述べている。 
(1) a. Jonek ardoa ekarri du.  （他動詞述語文） 
Jon.ERG  wine.ABS  bring.PFV DU.AUX.ERG:3SG.ABS:3SG 
‘Jon brought the wine.’ 
b. Jon    etorri  da.  （非対格動詞述語文） 
Jon.ABS  come.PFV  DA.AUX.ABS:3SG 
‘Jon came.’ 
c. Jonek   saltatu  du. （非能格動詞述語文） 
Jon.ERG  jump.PFV  DU.AUX.ERG:3SG.ABS:3SG 
‘Jon jumped.’ 
1 バスク語は、スペインとフランスにまたがるバスク地方で主に使用されている、系統不明の言語である。




（Hualde and Ortiz 2003: 363-364 要約） 
1.2. Alberdi(2003) 
Alberdi(2003)は、自動詞の格選択には借用語が関わってくると述べている。自動詞がバ
スク語に借用された場合、DU 助動詞をとるものと DA 助動詞をとるものに分けられると
述べており、その使い分けには意味が関わってくるとしている。すなわち、借用された自
動詞が、動作主性を示す動詞（dudatu ‘doubt’, emigratu ‘emigrate’）または内部で結果が生じ
ていることを示す動詞（funtzionatu ‘work (as of a machine)’, zirkulatu ‘circulate’）である場合
に、DU 助動詞と結びつく。 













卒業論文では予備調査を 2 回、アンケート調査を 2 回行ったが、ここでは紙幅の都合上、
本研究の結果により直結する予備調査 2 およびアンケート調査のみ挙げることとする。 




には NOR、NOR-NORK、NOR-NORI、NOR-NORI-NORK の 4 つの助動詞を使い分ける(King 2012)が、こ
こでは便宜上吉田(2001)にならい、これら 4 つの助動詞をそれぞれ DA 助動詞、DU 助動詞、ZAIO 助動詞、
DIO 助動詞と呼ぶ。 
DA 助動詞（NOR）：自動詞 sartzen da. it goes in. 
DU 助動詞（NOR-NORK）：他動詞 sartzen du. he puts it in. 
ZAIO 助動詞（NOR-NORI）：自動詞-与格 sartzen zaio. it goes into it. 






が確認された。分類ごとの内訳は以下の表 1 の通りである。 






















 表 1 から分かるように、状態動詞・達成動詞と活動動詞・到達動詞で大きな差が出たた
め、それぞれの組み合わせ（特に、用例の多かった活動動詞と到達動詞）に意味的に何ら
かの共通点がある可能性も考えられる。 








3 States(状態動詞)、Activities(活動動詞)、Achievements(到達動詞)、Accomplishments(達成動詞) の 4 分類。 
4 計 515 個の動詞が抽出された。 







2.2. アンケート調査 1 
 予備調査 2 では動詞の分類ごとに一定の差が現れた。そこで、＜名詞.ERG＋自動詞＋DU
助動詞＞の構文が本当に動詞の意味によって変化するのかを明らかにするために、予備調
査 2 で得られた例文をもとにアンケート調査を行う。インフォーマント6には 18 個の例文
について、対象となる動詞の直接目的語（絶対格で示される名詞句）が現れないことが、
自然か不自然かを回答していただいた。 
2.2.1. アンケート調査 1結果 
18 個の動詞についての回答は以下の表 2 の通りであった。 
表 2: アンケート調査 1 結果 








18 個の動詞のうち、大半の 15 個の動詞について自然であるという回答を得た。 
2.2.2. アンケート調査 1考察 
 今回のアンケート調査の結果、不自然と回答のあった 3 個の動詞については直接目的語
が省略されている例であり、＜名詞.ERG＋名詞.ABS＋自動詞＋DU 助動詞＞のいわゆる他
動詞構文で用いられているものであると予想できる。一方アンケートの対象となった 18











3) distira ‘brightness’ のようなバスク語固有の名詞の場合でも、shine / brillar という外
国語に対応させるために-tu をつけて動詞を作り、結果的に DU 助動詞を用いるよう
になったのではないか。












た到達動詞が用いられている 22 個8の例文について、「動詞＋DU 助動詞」が自動詞を意味
しているか、他動詞を意味し直接目的語を必要としているかを回答していただいた。 
2.3.1. アンケート調査 2結果 
23 個の動詞についての回答は以下の表 3 の通りである。 















 8 個の動詞についてのみ、DU 助動詞が現れても自動詞として用い、残りの 15 個の動詞
はすべて DU 助動詞が現れると他動詞として機能するという回答が得られた。 
7 アンケート調査 1 と同じインフォーマント。 




2.3.2. アンケート調査 2考察 
インフォーマントによれば、気候について述べる際には例外的に、DU 助動詞が現れる
にも関わらず動詞は自動詞として用いられる。また動詞自体は気候と関係なくとも、気候
について描写する際には DU 助動詞が用いられる9。また arriskatu「危機に陥る」、funtzionatu
「機能する」は、英語の “risk” “function” から予測できるように明らかに借用語であり、

















表現に合わせて（例えば英語やスペイン語には break with... / romper con...「...と関わりを断





して考えられるものは 36 個あった。以下の表 5 に示す。 
9 ここでは hasi「始まる」が該当した。 
10 ウィズダム英和辞典第 2 版およびクラウン西和辞典を参照した。 
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バスク語の自動詞文における能格の出現条件について 



















(2) Normalki,  oso  ondo funtzionatzen du sistemak. 
normally  very  well  work.IPFV  DU.AUX.ERG:3SG.ABS:3SG system.ERG 
「システムはいつもとても良く作動している」 (Lenihan Aldasoro 2006: 194) 
(3) Gaizki bukatuko du honek  guztiak. 
badly end.FUT DU.AUX.ERG:3SG.ABS:3SG this.ERG all.ERG 
「すべてが悪い結果に終わった」 (Zola and Zabala: 2004: 330) 
(4) Atertu zuela zirudien. 
cease.PFV DU.AUX.PAST.ERG:3SG.ABS:3SG-ELA it seems-EN 
「雨はあがったようだ」 (Iñaki Zabaleta 2003: 165) 
 したがって、今回の調査を踏まえた上で、「バスク語の自動詞文において能格が現れる条





















3 3rd person 3 人称 / ABS absolutive 絶対格 / AUX auxiliary 助動詞 / ERG ergative 能格 / FUT future 未来 / 
IPFV imperfective 不完了分詞 / PFV perfective 完了分詞 / SG singular 単数 
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